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毒 優 ヨ

法の目的や電怠と現票が合っていなしヽ 早く住宅本体

の■段や相をたも使えるようにす本きた 民主は改正束

を出すので、でき刑 ま今回会中に成立させた'ヽ

近顧 毒移 (自 民 )

住宅本体に投入できるようにしたいtrgうふ ~

はかなり出し,ヽ口汀自冶体にお金を注し自治体淳住宅
に控入できる別な法体をつくる方が手いかもしれなVヽ

摺票 大和 (自 民 )

熱 鹸 擦 鷲 詔 麗 凍 欝 掛

る。これを取り払うのがなかをかはし'ト

第田衷紀子 (民 コ       l      i

錦 送 Lま欝 雑 鋤
覚落を出れてお申し、一qも,く改正すべきる

「

田中iお享ほ島廟あ   1 ■  |    :
(回客がありませんでした)    |  ■

南井 4rL(民  主 )       |

今日会で改正案trf振 出する。住宅本体に支援を入
れさせるあが改正の最大の目的.08tで 待たす、とに
かく早く改正できるよう亨党におき掛け39

囃 ピ歌 こしなrml難 募 ,、 ψ 方

向毬 内でい崎する。個人財宮の■申 支援す

る理由付けをし、国民合定が各られるよう努力したしヽ

高鳥 俸
一

(自 民 )           '

使い通を区別、限定しないで住宅本体にも使えるよう

にすべきたし、年収事件も緩和すべきお 災書対策特別

装員会などで多くの与覚HRと 協力しておめたしヽ

長島 忠 美 (自 民 )

住宅本体べの也人も含めて、地段を維持できるよう自

冶体が必要なお策 を調力 的に実施 し、国が支援でき る仕

組みをつくれべきヽ これから党内で勉強会を始める。

再尾英一部 (民 ヨ
中はなとの実想 を横付 して改正 に生か すべきだが、住

宅本体ヘー は厳 ししヽ 既存の 交付金や移転Ⅲ集な ど

の活用 で住宅本体 に使い、当面 ま表 を取 つた力淳 いし、

漆原 良 夫 (公 瞬 )
住宅本体の■■ をま曇 しないと中山閥地 の算静 まつ ぶ

れる。索落滝持 ・再生 を前面 に出 した新制度 をつ くり、

その中でほ 人住宅へ の支技 もでき るようにした ,い 'ヽ
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田中 は 紀 (自 民 )     |      ｀

住中 も募 まお ■■地ヘ

の支援を手犀くすべきた 蝉 ― らねたぃ
人がいもので地獲改長に も使え るようにした力淳い tト

曜 域 操 縁 逮 ち古 圭 と、進 墓 占良
2年目、今回会での保題にした0ヽ民主は改正長を握出

するので、与野党なく取り担むよう係えていくo

孔 類震垣勇翠邑め督≧あ読 志とれているあたふ

ら、公的資金を投入できるようにすべきる もっと地方

の最工に任せればいしヽ て増掬1ま今日会中に改正したしヽ

子芭 正■ (社 民 )
住宅本体 に使え るように し、支お想 をLL― 符制 限
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景ぶP撒 濃
でなしヽ 財着をも災郵 ― t判 断を任せるべきた

遠辺 秀 央 (民 ヨ 1    ,

自冶体に柏収を与えて自己に支援金が使えるようにす
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